
レセプト情報等の提供に関する有識者会議（第17回） 
議事次第 

 
 
 
 
議事 

 

1 レセプト情報等の利活用の促進について 

1.1 説明会参加者、データ利用者へのアンケート結果 

1.2 利用者ヒアリング（敬称略） 

（特別抽出） 

国立がん研究センター がん対策情報センター  

がん統計研究部診療実態調査室 室長 柴田 亜希子 

申出内容：レセプト情報等を利用したがん患者数計測に関する研究 

（サンプリングデータセット） 

独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター 

精神保健研究所 社会精神保健研究部 部長 伊藤 弘人 

一般財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会 医療経済研究機構 

研究部 研究員 奥村 泰之 

申出内容：向精神薬の処方パタンの探索的分析 

 

2 第三者提供における運用上の課題について 

2.1 提供するデータの特性とセキュリティの確保について 

2.2 サンプリングデータセットにおける公表基準の適用について 

2.3 データ提供における利用場所・利用者等の重複について 

2.4 DPC機能評価係数におけるレセプト情報等の活用について 

 

3 基本データセットについて 

 

4 その他 

 

 

（資料） 

資料１：レセプト情報等の利活用の促進について 

資料１－１：柴田 亜希子氏提出資料 

資料１－２：伊藤 弘人氏、奥村 泰之氏提出資料 

資料２：第三者提供における運用上の課題について 

資料３：基本データセットについて 

資料３－１：厚労科研研究班 満武 巨裕氏提出資料 

資料４：その他：今後の予定について 

平成 25 年 12 月 19 日（木）10：00～12：00 

場所：厚生労働省専用第 22 会議室（18 階） 


